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[説
営業店･自動機システム

ソリューションの全体像

営業店･自動機システムソ

リューションは,三つのソリ

ューションにより,｢新業務
の短期開発･顧客サービスの

向上+と｢営業店事務の合理

化･省力化+を実現する｡

金融ビッグバンの進展に伴い,金融機関には営業店などのチャネルや業務の多様化が求められており,事務処理の合理化,

効率化と高度な営業活動支援が必須となっている｡

｢営業店･自動機システムソリューション+は,営業店･自動機チャネルでの｢新業務の短期開発･顧客サービスの向上+と｢営

業店事務の合理化･省力化+を目的に,最新のコンピュータテクノロジーを基盤として開発したものである｡

このソリューションは,適用チャネルや業務形亮引こより,以下の三つのソリューションを提供する｡

(1)｢営業店システムソリューション+は,Hub&Spokeアーキテクチャ鮒や分散オブジ工クト基盤などのオープンテクノロジー

と,営業店システム用の金融アプリケーションフレームワークにより,新規業務の短期間発と顧客サービスの向上を支援する｡

(2)｢統合イメージ処理システムソリューション+は,イメージ処理技術を活用して,営業店窓口での事務効率の向上と,セン

ター集中処理による営業店後方事務のゼロ化を推進する｡

(3)｢自動機システムソリューション+は,チャネル形態に応じた自動機メニューとWeb対応ソフトウェア基盤により,新業務

の生産性向上と顧客サービスの向上を実現する｡また,アウトソーシングサービスによる自動機運営コストの大幅な削減も実

現する｡

はじめに

金融ビッグバンによる金融分野での規制緩和は,金融

機関の経営環境に大きな影響を与えている｡

この対応策として,各金融機関は,商品販売力の強化と

内部事務の大幅な合理化を経営の最優先課題としており,

これを実現する情報システムの支援を強く求めている｡

ここでは,営業店チャネルでの新商品への早期･容易

な対応と,合理化のための事務革新を実現する,日.‾､‡製

作所が開発した｢営業店t自動機システムソリューショ

※1)Hub&Spoke:複数のシステムを,Hubを中心として接続し,連携させるシステムアーキテクチャを示す技術用語である｡
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ン+について述べる｡

開発の背景

2.1金融機関を取り巻く環境の変化と課題

金融ビッグバンにより,商品販売戦略などをはじめと

する,金融機関を取り巻く経営環境は急速に変化してい

る｡この変化に着実に対応していくためには,新商品の

早期投入,営業最前線の強力な情報武装化による販売力

の強化,営業店後方業務のゼロ化や集中処理による事務

コストの削減などの徹底した合理化が必要である｡この

ための情報システムの対応テーマとしては次のようなも

のがある｡

(1)新商品の早期投入では,複数のシステムのシームレ

スな連携が可能なオープンな基盤の‾Fで,新業務が容易

に行える開発基盤が必安である｡

(2)商品販売力の強化では,マーケテイングシステムを

活用して,顧客の資産状況に適切に合わせた商品をタイ

ムリーに提案するセールス支援環境が重要である｡顧客

への商品情報の掟供や相談機能を備えた相談端末,自動

機による顧客サービス向上も必要となる｡

(3)合理化では,営業店の店頭事務の省力化や営業店後

方事務のセンター集中処理化による事務負担の削減があ

げられる｡さらに,融資などの稟(りん)議業務のワーク

フロー化により,業務全体をスピードアップする効率化

も合理化のための有効な施策と言える｡

2.2 ソリューション実現の考え方

｢営業店一自動機システムソリューション+の開発コン

セプトを図1に示す｡

金融機関の業務面ヤシステム面の課題を解決し,商品

販売力の強化や事務の合理化を実現することを目的とし

て,｢Solutionmax for Finance営業店･自動機システム

ソリューション+を開発した｡

このソリューションは,｢金融機関統合営業店システ

ムPH-3000ファミリー+をエンハンスしたシステムであり,

次の三つのソリューションに体系化している｡

2.2.1営業店システム

分散オブジェクト技術やHub&Spokeアーキテクチャ

を採用し,CORBA桑2〉とWebを基盤とすることにより,

開発の新業務環境と,勘定系を中心とした既存システム

環境をシームレスに結合したシステム基盤を実現している｡

※2)CORBAは,Object Management Groupが提唱する分

散処理環境アーキテクチャの名称である｡
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業務面の課題

●商品販売力の強化

･新商品の早期投入

･顧客サービスの向上

●合理化･効率化のいっそうの推進

･営業店後方事務の削減

･システム運用管理コストの削減

･事務処理効率化の推進

システム面の課題

･開発スピードの向上

･既開発資産の有効活用

●TCOの削減

･システム運用管理コストの削減

･機能集中化によるシステムトー
タル投資の削減

●情報の高度活用

･システム間遠携の容易化

･マーケテイングシステムの拡充

営業店･自動機ソリューション

キーテクノロジー

Hub&Spoke

アーキテクチャ
Web技術

日立アプリケー

ションサーバ

アプリケーション

フレームワーク
イメージ処理

効 果

新商品の短期開発

顧客サービスの向上

営業店事務の

合理化･省力化

注:略語説明 TCO(TotalCostofOwnership)

図1営業店･自動機システムソリューションの開発コンセ

プト

分散オブジェクト技術やイメージ技術を活用することにより,

営業力のいっそうの強化と合理化の徹底を実現している｡

新規業務の開発にほ,｢金融アプリケーションフレー

ムワーク+により,金融機関自身で早期にかつ容易に開

発が行えるシステム環境を構築している｡また,Web基

盤の採用によってシステム運用管理の効率化を図り,

TCOの削減を強力に推進する｡

2.2.2 統合イメージ処理システム

イメージ処理技術を活用して,店頭受け付け事務の省

力化や,センターでの集中処理による営業店後方事務の

ゼロ化を推進し,営業店事務の合理化を推進する｡ま

た,伝票･約定書類などのイメージ保管システムにより,

営業店での現物保管仕分け業務の削減を凶り,ペーパー

レス指向の営業店環境を実現する｡

2.2.3 自動機システム

1Veb対応のATM(AutomatedTellerMachine)をメニュ

ー化し,ブラウザ基盤を活用した商品情報･相談機能に

よる販売力の強化や,金融機関自身によるアプリケーシ

ョンの開発を容易にする｡

ハードウェアメニューでも,小型ATMやマルチメディ

アCD(Cash Dispenser),情報KIOSK端末などの充実を

囲っており,利用形態に応じた選択を可能とする｡

また,日動機監視システムや自動機集中システムでの
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システム全体基盤の整備や,アウトソーシングによる仁1

動機運用管理負荷の軽減もあわせて実現する｡

営業店システムソリューション

3.1 システム基盤

営業店システムソリューションのシステム構造を図2

に示す｡

営業店システムは,Hub&Spokeアーキテクチャと,日

立製作所のう}散オブジェクト基盤`NetworkObjectplaza

をベースとして構成する｡)

3.1.1 サーバ

センターに設置された勘定系ホストなどのバックエン

ドシステムと営業店クライアント環境を接続するサーバ

機能は,センターに集中設置する構成としている｡各営

業店に勘定系接続用のサーバを設置していた第3次オン

ラインでの構成に比べて,サーバ台数を去とし,システ

ム導入コストの削減に寄与一する｡

ソフトウェアには,Hub&Spokeアーキテクチャにの

っとり,マルチチャネル･マルチプロダクトへの対応が

容易な構造を採用している｡

既存勘定系システムへのアクセスでは,`◆OpenTPl”に

より,基幹業務に必要な高信頼･高性能トランザクショ

勘定系

ホスト

情報系

ホスト

投資信託

サーバ

新業務

サーバ

日立アプリケーションサーバ

勘定系

ゲートウェイ
メッセージハブ機能

アプリケーション

WWW

窓口端末(BTS),ATM,

ネットワーク

アプリケーション(FW/FF)

金融コンポーネント(FW/FF)

WindowsNT*1,Windows*2

注:略語説明ほか

WWW(WorldWjdeWeb)

BTS(BankingT釧erStation)

FW/FF(FrameworkforFinance)

*1,*2WindowsNTおよびWindowsは,米国およびその他の国に

おける米国MicrosoftCorp.の登録商標である｡

図2 営業店システム構造

Hub&Spokeアーキテクチャや日立アプリケーションサーバに

より,既存のメインフレーム環境を継承しつつ.新業務の容易な

開発を可能としている｡

ン韮髄を実現する｡

勘定系以外の新業務サーバ･新規チャネルとの連携に

は,メッセージハブ機能を括川することにより,チャネ

ル間の連携が容易に実現できる｡

臼_立アプリケーションサーバは,Webプラットフォー

ムをベースとした新規業務の実行基盤であり,金融アプ

リケーションフレームワーク``FW//FF”により,クライ

アントのブラウザ上で動作するHTML(Hypertext

Markup Language)や,Javaアプリケーション鞍ニjJとアプ

リケーションサーバ上のCORBAアプリケーションを容

易に開発することができる｡

3.1.2 クライアント

営業店に設置され,勘定系業務取り引きや投資信託な

どの新規業務と情報月弔会の窓口端末として,BTSを川

いる｡

BTSでは,FW′ FFの体系の‾Fで,第3次オンライン

の勘定系画面定義体である｢マップ+と,新規業務開発の

中心基盤であるHTMLやJavaなどのWebアプリケーショ

ンが動作する｡

マップによる既存財産の継承と,最新Web基盤での業

務開発をクライアントトで実現することにより,これま

での開発資産を継承しつつ,最新のシステム基盤の導入

が可能となF),導入に際してのシステムリスクを最小化

することができる｡

窓U装置に固有の周辺装置である通帳プリンタ･紙幣

硬貨入出金機などの制御や,勘定系の上位局通信依能

は,金融コンポーネントでサポートされており,これを

活用したマップやHTML,Javaコンテンツを開発し,勘

定系取り引きを実行する｡

3.1.3 FW/FFの概要

FW FFの構造を図3に示す｡

FW FFは.アプリケーションサーバ･クライアント

上のアプリケーション間発を支援するフレームワーク製

品である｡勘定系アクセスやWebアプリケーションを実

現するための各種部品クラスと,例題テンプレートなど

で構成する｡

開発者は,FW′′/FFの提供する例題テンプレートをカ

スタマイズすることによむ),アプリケーションを容易に開

発することができる｡FW FFを用いてアプリケーショ

※3)JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは,米

国およびその他の国における本国Sun Microsystems.

Inc.の商標または登録商標である｡

23



358 日立評論 Vol.81No.5(1999-5)

アプリケーションサーバ

日立アプリケーションサーバ

FW/FF

情報発信フレームワーク ワーク管理フレームワーク

UNIXモWindowsNT

窓口端末.ATM,キオスク端末

AP

(マップ)

FW/FF

AP

(Java)

FW/FF

AP

(HTML)

FW/FF

FW/FF金融コンポ【ネント

WindowsNT,Windows

注:略言吾説明ほか AP(ApplicationProgram)

*UNlXは､×ノOpenCompanyしjmitedがライセンスし

ている米国ならびに他の国における登鐘商標である｡

図3 金融アプリケーションフレームワーク"FW/FF”の概要

FW/FFを用いることにより,金融機関はアプリケーションを

容易に開発できる｡さらにFW/FFでは,従来の営業店システム

のマップ財産の活用も可能であり,既存資産の有効活用と新業務

開発を同時に実現している｡

ンを開発することにより,プログラムの構造設計や性能,

信頼性に関する設計工程を大幅に削減でき,プログラム

生産性をトータルで大幅に引き上げることが可能となる｡

統合イメージ処理システムソリューション

4.1システムの全体像

統合システムの全体像を図4に示す｡

このシステムは,営業店系システムと,センター系シ

ステムに大別できる｡

営業店系は,スタンド型イメージスキャナをはじめと

するスキャナ製品と,それを制御するソフトウェアコン

ポーネント(FW///FF)から成る｡

センター系は,イメージ集中処理システムや,印鑑検

索システム･イメージ保管システムなどのイメージ集中

勘定系
ホスト

Hub

サーバ

24

処理システムで構成する｡

これらのシステムを組み合わせて,イメージ技術を活

用することにより,営業店事務の合理化･効率化を図る

ことができる｡一例として,これまで20人の店頭人員体

制であったものを,一線(店頭の受け付けカウンター窓

口)取り引きのイメージ入力による省力化と後方事務の

センター集中化により,16人程度で事務を行うことが可

能となる｡

4.2 営業店系システム

スタンド型イメージスキャナの外観と主な仕様を図5

に示す｡

営業店の一線窓口端末では,顧客から受領した伝票を

スタンド型イメージスキャナでイメージ入力し,機械に

認識させることにより,係員の操作負担を軽減する｡ま

た,読み取ったイメージデータを集中センターヘ送信し,

一括業務処理によって営業店の後方事務の削減を図る｡

窓口での印影照合事務も,スキャナで読み取った印影

データと集中センターに登録されている印影データを窓

口装置で自動照合することにより,大幅な効率化を図る｡

企業などからの大量持ち込み伝票については,後方端

末に接続の大量読取り型のイメージスキャナで一括して

イメージ人力を行い,集中センターで一括業務処理を実

行する｡

4.3 センター系システム

集中センターに設置した各システムでは,営業店から

のイメージデータの処理･保管を行う｡

(1)イメージ集中処理システム

営業店で大量に発生する,為替の振り込み伝票や諸届

けなどの取り引きは,センターのイメージ集中処理シス

テムで一括処理を行う｡営業店からの取引データをイメ

ージの形で受信し,認識データをセンターのオペレ一夕

集中センター

為替,諸届け,口座登録な
どのイメージエントリ

イメージ

集中処玉里

システム

印影情報の集中

管理

印鑑

検索

システム

伝票,粟議書溝など

の集中保管模索

イメージ

保管

システム

融資棄議書簸などの

ワークフロー業粍

ワーク

フロー

サーバ
本部など

ネットワーク

営業店

窓口装置 後方端末

図4 統合イメージシステ

ムの全体像

イメージ技術の活用によ

り,営業店からの大量仕分け

処理や印影検索,文書保管,

棄議業務の大幅な合理化,効

率化を実現している｡
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ぐこ準

光学方式 縮小型ティルトあおり方式

読取り範囲 最大A4レターサイズ

〔297×216(mm)〕

精密度 9.4ドッ仙m1240dpiい1.帥ッ仙m伽OdpiE

画像データ出力モノクロ2嵐

モノクロ多値256階調

照明 自然光500～1,500lx

読取り速度 A4縦約1s

外形寸法 高さ518mm

図5 スタンド型イメージスキャナ"QR-S300”の外観と主な

仕様

読取り帳票の大きさ,厚み.紙質に対する自由度が大きい非接

触スキャン方式を採用している｡

が補正,検証し,勘定系取り引きを実行する｡

(2)印鑑検索システム

契約者の印鑑登録データを集L‡Jセンターの印鑑検索シ

ステムで-･括して保管,管理し,営業店での印鑑票の保

管や検索負担を軽減する｡また,データベースの集中化

により,僚店間の印影検索も行えるので,不正行為の原

因となりうる通帳の副印鑑の廃止が可能である｡さらに,

このシステムを活用することにより,口座振替依頼の登

録をセンターに集中化することも可能となる｡

(3)イメージ保管システム

センターに送られた帳票のイメージデータや融資の稟

議資料などをイメージ保管システム(File Gear)で保管す

ることにより,営業店での伝票保管事務の負荷を軽減し,

必要時の検索も容易に行える｡

(4)ワークフローシステム

融資棄議や年金審査などの棄議業務では,営業店や本

部の複数の役職者の承認が必要であるが,審査に必要な

添付資料も多いことから,システム化が遅れており,事

務効率化の大きなテーマの一つとなっていた｡日立アプ

リケーションサーバワーク管理基盤"WorkCoordinator

と,統合イメージシステムの提供するイメージ処理技術

を利用することにより,涼付資料などのイメージ化を含

めたワークフローシステムの構築が可能となり,棄議業

務の効率化を実現する｡

自動機システムソリューション

5.1 システムの全体像

自動機システムの全体像を図6に示す｡

金融ビッグバンの進展により,自動機チャネルでの効

果的な情報提供や商品販売ニーズが高まっている｡

自動機システムでは,本体にブラウザを内蔵すること

によって商品プレゼンテーション機能の拡充を図り,充

実したハードウェアメニューにより,営業スタイルに適

した装置の選択を可能とする｡

さらに,自動機サービス時間の拡大,インストアブラ

ンチや無人店舗展開の加速によって生じる,勘定系接続

サポートや監視システムの強化にも対応する｡

5.2 自動機メニュー

業務の用途や設置形態に合わせて,次の自動機をライ

ンアップしている｡

(1)ATM(HT-2808のWeb対応モデル)

Web対応ソフトウェアや大型液晶ディスプレイ(15型)

を搭載し,商品セールス機能の強化,情報提供サービス

の充実など,適用業務範囲の拡人を図る｡

(2)小型ATM

通帳機能などを省いた小型のATMを開発して,イン

ストアブランチやコンビニエンスストアなどでの省スペ

ースな自動機サービスを可能とする｡

(3)マルチメディアCD

支払いや残高照会などの従来のCD機能に加え,Web

機能を搭載し,商品情報の提供にも対ん♭する｡

(4)情報KIOSK端末

金融商品の情報提供や販売,各種チケットの予約受け

付け,営業店での顧客受け付けなど,幅広い範囲で適用

が可能な情報KIOSK端末をメニュー化した｡

(5)Web機能

FW′′FFに対応し,ブラウザ画面による勘定系取り引

きや情報提供を実現しており,これまでの専用画面だけ

のATMでは困難であった,金融機関自身での自動機に

勘定系

ホスト

自葡廃
集中接続

サーバ

日立

アプリケーション

サーバ

センター

自動機監視
システム

√′‾ ネットワーク

アウトソーシンク

[璧変喜喜惑
自動機システム

運営サービス

営業店,無人店舗系

ATM

軋
小型ATM

J
マルチメディアCD 情報KK)SK端末

図6 自動機システム

イントラネットに対応した各種自動機,センター システムサ

ポートと,アウトソーシングメニューの充実により,自動機サー

ビスの向上と運用コストの削減を実現している｡
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関連する業務開発も容易に実現を可能とする｡

5.3 周辺システム

自動機集中接続サーバや自動機監視システムなどのセ

ンターシステムをメニュー化しており,自動機にかかわ

るシステムサポートを統合化する｡

(1)自動機集中接続システム

自動機と勘定系ホストのゲートウェイ機能をセンター

に集中化し,自動機設置先での構成をシンプルにするこ

とにより,高信頼システム基盤を実現する｡

自動機集中接続システムでは,営業店システムソリュ

ーションで提供している｢勘定系ゲートウェイ+機能と同

一の``OpenTPl”を探用しており,幅広いホストプロトコ

ルに対応できる｡

(2)自動機監視システム

長大化する自動機の稼動時間に従い,監視システムの

重要度も増してきている｡

このソリューションでは,PH-3000ノ′RE自動機監視シ

ステムをメニューに加え,多様な監視形態で金融機関の

自動機接続形態に沿った自動機監視基盤を提供する｡

5.4 アウトソーシングサービス

自動機システムソリューションでは,自動機監視,消

耗品交換,定期巡回を代行するアウトソーシングサービ

スを提供する｡これまで金融機関自身の体制で確保して

いたセンター側の自動機監視体制をゼロにし,営業店や

無人店舗対応の業務の削減を可能とする｡

ソリューション体系

営業店･自動機ソリューションの体系を図7に示す｡

このソリューションは,金融ビッグバンソリューショ

ン``Solutionmax br Finance”のチャネルソリューション

の一つに位置づけられ,システムの計画･構築･導入･

維持･アウトソーシングにわたる各種のサービスと,ハ

ードウェア,ソフトウェア製品を体系化する｡

おわりに

ここでは,日立製作所が提案する｢営業店･自動機ソ

リューション+の体系,コンセプト,および概要について

述べた｡

｢営業店･自動機ソリューション+は,日立製作所が培っ

てきた金融端末技術と先端ソフトウェア,ハードウェア

技術,サービス体制,ノウハウを集約したものである｡

金融ビッグバンの進展によって求められる,営業チャ

ネルでのサービス拡充や事務合理化に対し,有効な解決
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営業店システム 統合イメ¶ジ処理システム 自動機システム
ソリューション ソリューション ソリューション

計画
プランニンク

専門コンサルティング

システム構築

システムエンジニアリンク

システム開発

ハードウエア

ソフトウェア

導入 システム導入･移設･撤去

維持

システム回復支援

ハードウエア維持･保守

ソフトウエアサポート

】システムの運用lアウトソーシンク

図7 営業店･自動機ソリューションの体系

システムの企画,開発,運用の各フェーズに及ぶ広範なサービ

スと.ハードウェア･ソフトウエア製品を体系化することにより,

次世代の金融営業店,自動機システムの実現を図る｡

策を導く基盤として,今後も,システム機能,サービス

の整備,拡大に努め,ソリューション展開を図っていく

考えである｡
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